Annual Report FY 2003原稿作成について
１．体裁：英語版、カラー、A4 版
２．構成と長さ

各課題2,000-4,000 words程度 (フォントサイズArial 11 pointでA4用紙に４～８枚) 

 (1) 代表者による総括：300-400 words 程度で、下記の項目を含む

· 研究の背景

· 目的
(2) グループごとの活動成果概要：各グループ500-1,000 words程度で、
    下記の項目を含む



· グループの構成員名を列記　　

· グループの活動概要（構成員数×5行見当の長さ）

· カラー図表　（各グループ1〜2枚、キャプション付き）

３．表記要領

　　共生課題２を例として取り上げますので、他領域も同様にお願いします。
　　　

1. Subject 2: Development of Integrated Earth System Model for Global Warming Prediction

  Person in Charge :  Taroh Matsuno
　研究の背景、目的、国際的協力などについての領域総括文　

         （300-400 words）
a. Development of a Coupled Carbon Cycle – Climate Change Model 


      （members: A. Itoh, I. Ichii, and K. Tanaka）
構成メンバー列記　但し、FY2003の年報なので、2003年度に在籍したメンバー）
グループ研究概要、活動成果（各グループ500-1,000 words）

· あればサブテーマを表記 　　

例：a-1（ｻﾌﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ、ﾃｰﾏ名）,　 a – 2, a –3, …
· 図表
　

 図表番号表示例：Fig. a –1,  Fig. a – 2, ….
   ｂ.　Oceanic Biogeochemical Model

 ↓　以下、グループごとに上記a. の要領で続く
４. 提出形式： 

　　Microsoft Wordもしくはテキストファイル。

　　カラー図表も電子媒体（なるべくJPEG, GIF, またはPDF形式）でお願い致します。

５. 〆切り: 5月２８日（金）

６．提出先：
    地球フロンティア事務局太田までメールにて（eota@jamstec.go.jp）お送り下さい。
７．その他

特に送付を要望される機関、研究者などがある場合、時前に事務局まで送付先データとともにご連絡ください。なお、構成等につきましては2002年度版とほぼ同じとする予定ですのでAnnual Report FY 2002（冊子） をご参照ください。






